
最上位標目:アルカ文法史 

上位標目:方言, 第十一期新生アルカ 

暗方語とは2008年12月9日、第十一期新生アルカで作られたフィクションの人工言語である。ア

ルカット大陸東内陸部、ヴェマ、リーシア、ヴォザモで使用される。 

神聖古アルカの音素、Ser, Zotの使用、古アルカの代名詞の使用、接続のkenoの使用など古風な特

徴がある。 

(初出:暗方語 2008/12/09 (火) 16:50:56) 

文化

fiiliaと似た方言で、周囲から孤立した地域。サールの恩恵を受け、特殊な文化を持つ。アルシェを

英雄視しない。旧共産圏だが、ヴェマだけは中立だった。 

ヴァステのときサールの本拠地がヴェマだっただけあって、国民はサール信者。国父はアルデス

ではなくティクノで、やはりこれもヴァステの活躍が物を言う。国母はポエン。 

古い時代の影響を受け継いでいる国で、閉鎖性が高く、ルティア以上に伝統の国。 

アルディアではセレンとリディアの指示に従わず、古アルカを捨てなかった。後にティクノの指

示に従い、新生を受け入れた。 

しかし旧来の特徴を受け継いでいる。 

(初出:暗方語 2008/12/09 (火) 16:50:56) 

音声

音素

古アルカの音素、Ser(無声歯摩擦音)、Zot(有声歯摩擦音)がある。 

Seren [TeRen] Zot [Dot] 

この地域ではc(歯茎ふるえ音)が失われており、Lik(歯茎はじき音)に推移している。 

cuukiite [4uukiite] 

n,mは音節末で鼻母音になり、区別を失う。 

lemsems [le~sems] anleeva [a~leeva] ante [a~te] amtal [a~tal] 

rはフランス語と同じ音(有声口蓋垂摩擦音または無声口蓋垂摩擦音)になる。 

ridia [Ridia] tran [tXa~] seer [Te:X] 

※音声ファイルvelt.mp3を聞く限り灼方語同様、アクセントのない母音はシュワー化する傾向が

強いように思える。serenは[TeR@~]に近い。 



※西方語と同じということはaにアクセントが置かれるかrと組み合わせると、ae[非円唇前舌狭

めの広母音]のような音になるはず。 

harDIAN [h{Rdia~] 

Atolis [{tolis] 

発音

声の使い方も西方語と同じだが、鼻に空気を回すことが多いため、くぐもって響く声になりやす

い。 

(初出:暗方語 2008/12/09 (火) 16:50:56) 

アクセント

西方語と同じ。fiiliaのものを受け継いでいる。 

サール神→ティクノたち→ヴェマへ――という流れで伝来したため。 

(初出:暗方語 2008/12/09 (火) 16:50:56) 

■暗方語アクセント法則 

○記号について 

H: CnVCC, CnVVC　sepl, prest, kait, freimなど。 

L: H以外の音節 a, ti, ar, korなど。 

※第十一期新生アルカでいうと、HはCVCCになるときの長音節SとCVVCになるときの強音節X

と弱音節Yなどの総称、LはspelなどCCVCになるときの長音節S、短音節Hと開音節M、単独の子

音Lの総省になり、記号は同じでも意味は異なる。 

1. 3モーラ以上で後ろから2位がCVCVである場合、必ず平板化する。また末尾がCVVである場合

も高確率で平板化する。 

例: vergiNA, arteNA, esTIA, arTEA hesTAA armiVA 

1-2. 末尾がCVCVVになる場合は平板化しない。 

例: RIdia Aria 

2 .後ろから2つ目までの音韻を参照し、最高位のHにアクセント 

パターン: HH LH HL 

例: LIVLpit aGEIT harDIAN harDAIN luXIAN 

3. LLの場合、前に音節があれば、後ろから三番目の音節にアクセントがおかれる。 

パターン: ○LL 

例:Amalis Atolas hArdigan Armalet frEmazer lAstiadin 



4. LLの場合、前に音節がなければ語頭にアクセント。 

パターン: LL 

例:LUxia MAna 

※規則4は書いてないが、自明なので追記 

文法

代名詞

神聖古アルカと同じものを使う。 

1人称 2人称 3人称 4人称

男 an 男→ lusso sou oni

del 女→ dyussou

女 non 男→ tis luu

女→ tit

無生 lu

※男性一人称は基本的にdelであるが、メル・アルカ以降はanである。 

※古アルカでは本来4人称はなく、それがあるのは中期制アルカの影響である。 

tu これ、Lu あれ、latu ここ、laLu あそこ。 

古アルカと同じく人をtu vik(この男)のように無生代名詞でとるかは不明。 

接続

eがなく、kenoしか使わない。(初出:暗方語 2008/12/09 (火) 16:50:56) 

las e non → non keno las 

実例

an 

Seer 

Seren 

Seren xantat acmadio a ridia. 

ren dyussou sont non keno las. 



(初出:暗方語 2008/12/09 (火) 16:50:56) 

参考資料

セレン＝アルバザード "velt.mp3" 

人工言語アルカ > 暗方語 2008/12/09 7:50 GMT 

※暗方語の音声。 
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